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        SC情報講演会・スカイプ交流・科学ディベート講座特集号 

☆1年生の学校設定科目「SC情報」の授業では、各自のテーマでパワーポイントのスライド作りが進んでいます。 

 あわせて、宇都宮大学教育学部の川島芳昭先生による 1年全員を対象の講演会が実施され、情報に関する知識 

を深めました。 

◎第１回 SC情報講演会  平成 27年 6月 5日（金）7限  第 1体育館 

     「効果的なプレゼンテーションを考える」 

 

                             《講演会を聞いて》 

                             私はこの講話を聞いて、効果的なプレゼンを 

                             するために必要な要素がわかった。その要素 

                             のうちでも、スライドには文字よりもインパ 

                             クトのある画像を入れるべきだという点は、 

                             すぐに改善できると思った。発表する中身を 

                             濃くすることはもちろん、「聞き取りやすい話 

                         し方、見やすい資料、それらを伝えきる練習」の３つ 

                         の要素をそろえ、聞き手の印象に残る効果的なプレゼ 

                         ンができるように工夫したい。 

                                     （1-6 K・M） 

 

◎第２回 SC情報講演会  平成 27年 7月 3日（金）7限  第 1体育館 

      「情報モラル・著作権・セキュリティを考える」 

 

 《講演会を聞いて》 

 今回は、情報モラル及び著作権などについての講演会 

 でした。この２つを正しく理解し実行していくために 

 は、「相手を尊重する」気持ちを常に持つことが大切 

 なのだというお話が強く印象に残りました。この先、 

 情報化は発展していきますが、世の中の基盤となるの  

 はやはり人と人との関わりであることを私たちは忘れ 

 てはいけないと感じました。今回学んだことを生かし 

 て、情報メディアをよりよく使いこなしていきたいと 

 思います。 

             （1-3 M・A） 

 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

☆平成 27年 6月 23日、国際感覚を身につけ広い視野を持つことを目標に、スカイプによる海外の高校生との交  

 流が行われました。今回は、自己紹介や文化の紹介などが主な交流内容でした。 

 ◎ オーストラリア John Monash Science School（ジョン・モナシュ科学校） 

    1回目 8:30~9:00（オーストラリア現地時間 9:30~10:00） 

        参加生徒 1年生希望者 6名 

    2回目 9:40~10:10（オーストラリア現地時間 10:40~11:10） 

        参加生徒 1年生希望者 8名 

 



 ◎ タイ Chulabhorn Science High School Phitsanulok （チュラボーン科学高校） 

    16:30~17:00（タイ現地時間 14:30~15:00） 

    参加生徒 1年生希望者 9名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参加生徒の感想から》 

 ・違う言語で意思を伝える難しさをあらためて感じたが、それ以上に分かり合えた時のうれしさを実感した。 

 ・海外の高校生と直接話せる貴重な機会だった。相手国についてもっと調べてまた交流したい。 

 ・語学力、コミュニケーション力、判断力、計画力などまだ不足していることがたくさんあると思った。 

 ・相手の様子を見て、よく聞いて話すことが大切だと思った。 

 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

☆平成 27年 7月 4日（土）  

13:00~16:00 図書館を会場に「科学ディベートセミナー」が実施されました。 

講師：大阪府立大学 中川智皓先生 

他校参加校：宇都宮高・宇都宮北高・宇都宮中央女子高・茂木高・宇都宮海星女学院高・宇都宮短期大学附属高 

                                     （宇女高を含め計 55名） 

内容：・中川先生による講義「即興型英語ディベートで身につく力」 

   ・経験者、初心者などでチーム分けをして、ジャッジ等役割を決め 2ラウンドディベートを実施。 

 

 《ディベートセミナーに参加して》 

 AI（人工知能）に関するディベートをしました。 

 即興型ディベートということで、一度に相手の 

 意見を聞く、反論する、自分の意見を述べる、 

 といくつものことを同時に考えなくてはいけま 

 せんでした。これはとても大変でしたが、英語 

 をすばやく引き出すことに役立ちました。 

          （1-4 W・M） 

 

                            

                            今回はじめて英語ディベートを体験しました。 

                            初めてのことでとても緊張し、自分の意見を 

                            上手に伝えられず戸惑うばかりでした。しか 

                            し、回を重ねるにつれて身近な英単語を使い、 

                            そして完璧な文法でなくとも相手に伝わるよ 

                            うに英文を作っていくことが大切だと気づき 

                            ました。とてもよい体験となりました。 

                                    （1-4 F・R） 

 


